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生産物・資材価格の変化
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生産物販売価格が下落する一方、資材価格が高騰

資料：農業物価統計調査
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牛乳生産費の推移
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流通飼料費や乳牛償却費の増加により牛乳生産費は右肩上がりで増加
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産
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副産物価額
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牧草・採草・放牧費
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実搾乳量1kg当たり

全算入生産費

（万円/頭） （円/kg）

資料：畜産物生産費統計、農業物価統計
注：令和4年1～10月の物価指数を費目毎に令和3年値に乗じることで令和4年値を試算した。



農業所得の推移
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1時間当り農業所得は他産業平均を下回る水準にある

資料：農業物価統計調査、営農類型別経営統計
注：１）令和4年の値は試算値である。2）製造業平均の値は毎月勤労統計調査（令和2年）から引用した。
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生乳, 6,562 

個体販売, 1,094 

作物, 245 

その他, 1,083 

農業所得, 1,050 

飼料費, 3,140 

肥料費, 258 
光熱動力費, 330 

その他, 4,204 

農業粗収益 農業経営費

（万円）
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農業所得, 365 

飼料費, 4,333 

肥料費, 336 
光熱動力費, 420 
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生産物・資材価格の変化が所得に及ぼす影響
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飼料費等の増加により所得がマイナスに

令和3年 令和4年（試算）

資料：農業物価統計調査、営農類型別経営統計



所得変化の要因
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飼料費、生乳、個体販売、光熱動力費、肥料費の順に影響が大きい

資料：農業物価統計調査、営農類型別経営統計
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農業所得の変化 農業粗収益の変化 農業経営費の変化

（万円）



フリーストール・搾乳ロボット導入に係る投資額の推移
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フリーストール・搾乳ロボット導入に係る投資額は右肩上がりで増加
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フリーストール・搾乳ロボット2台導入事例におけるコスト

9

いずれも北海道平均を上回る
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フリーストール・搾乳ロボット2台導入事例における経産牛1頭当り投資限界
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経産牛1頭当り投資限界は十勝＞根室北部＞宗谷＜投資額（自己負担）
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フリーストール・搾乳ロボット2台導入事例における財務指標
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投資時期の遅い根室北部の事例において債務償還年数＞総合耐用年数

資料：同規模平均は農業経営動向分析（農林政策金融公庫）から酪農（法人）・成牛200頭未満の値を引用した。
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フリーストール・搾乳ロボット2台導入に係るシミュレーション（補助なし）
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2,500円/時間（施策目標）を上回るためには根室北部は140頭以上が必要

0
500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000
5,500
6,000
6,500
7,000
7,500
8,000
8,500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

130頭 130頭 140頭 150頭 160頭 130頭 140頭 150頭 160頭

十勝 根室北部 宗谷

1
時
間
当
り
農
業
所
得

農
業
所
得

農業所得 1時間当り農業所得

（万円） （円/時間）



フリーストール・搾乳ロボット2台導入に係るシミュレーション（4割補助）
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2,500円/時間（施策目標）を上回るためには宗谷は160頭以上が必要
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• 経営収支シミュレーションの意義

• クミカン収支と決算書の違い

• 経営収支シミュレーションの作業手順

• 経営シミュレーション例



損益計算書
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金 額 金 額

① ⑱

家 事 消 費
事 業 消 費

③ ⑳ 貸 倒 引 当 金 ㊲

④ ㉑ ㊳

期 首 ⑤ ㉒ 農業経営基盤準備金取崩 ㊴

期 末 ⑥ ㉓ 計 ㊵

㉔ 専 従 者 給 与 ㊶

㉕ 貸 倒 引 当 金 ㊷

⑧ ㉖ 固 定 資 産 圧 縮 損 ㊸

⑨ ㉗ 農業経営基盤準備金繰入 ㊹

⑩ ㉘ 計 ㊺

⑪ ㉙ ㊻

⑫ ㉚ ㊼

⑬ ㉛

⑭ 期 首 ㉜

⑮ 期 末 ㉝

⑯ ㉞

⑰ ㉟

修 繕 費

動 力 光 熱 費

農産物以外
の 棚 卸 高

科 目 科 目

作 業 用 衣 料 費

経
費

租 税 公 課

種 苗 費

素 畜 費

肥 料 費

飼 料 費

農 具 費

農 薬 ・ 衛 生 費

金 額

販 売 金 額

経費から差し引く果樹牛馬等の
育 成 費 用

計 （ ㉛ ＋ ㉜ - ㉝ － ㉞ ）

農 業 共 済 金②

計
（ ④ ＋ ⑤ ＋ ⑥ ）

⑦

負 担 金 賦 課 金

雑 費

小 計

減 価 償 却 費

荷 造 運 賃 手 数 料

雇 人 費

利 子 割 引 料

地 代 ・ 賃 借 料

収
入
金
額

土 地 改 良 費
経
費

⑲

諸 材 料 費

雑 収 入

小 計 （ ① ＋ ② ＋ ③ ）

農 産 物 の
棚 卸 高

科 目

差 引 金 額

繰
戻
額
等

青色申告特別控除前の所得金額

繰
入
額
等

各
種
引
当
金
・
準
備
金
等

青 色 申 告 特 別 控 除

所 得 金 額
（ ㊻ - ㊼ ）

㊽ の う ち 、 肉 用 牛 に つ い て
特 例 の 適 用 を 受 け る 金 額

㊱

㊽



貸借対照表
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科 目 1月 1日 （期首） 12月31日（期末） 科 目 1月 1日 （期首） 12月31日（期末）

現 金 買 掛 金

普 通 預 金 借 入 金

定 期 預 金 未 払 金

そ の 他 の 預 金 前 受 金

売 掛 金 預 り 金

未 収 金

有 価 証 券

農 産 物 等

未 収 穫 農 産 物 等

未成熟の果樹・育成
中 の 牛 馬 等

肥料その他の貯蔵品

前 払 金

貸 付 金 債権償却特別勘定

建 物 ・ 構 築 物 貸 倒 引 当 金

農 機 具 等

果 樹 ・ 牛 馬 等

土 地 事 業 主 借

土 地 改 良 事 業
受 益 者 負 担 金

元 入 金

事 業 主 貸
青色申告特別控除前
の 所 得 金 額

合 計 合 計

資 産 の 部 負 債 ・ 資 本 の 部
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損益計算書と貸借対照表の関係
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損益計算書 貸借対照表
科目
売上高 163,465
売上原価 134,109
売上総利益 29,356

販売及び一般管理費 35,983
営業利益 -6,627
営業外収益 11,534
営業外費用 1,683
経常利益 3,224
特別利益 12,738
特別損失 12,738
当期純利益 3,144

金額

科目 金額 科目 金額
流動資産 72,162 流動負債 16,753
固定資産 245,631 固定負債 298,669
　有形固定資産 241,023 負債の部合計 315,422
　投資その他資産 4,607
繰延資産 2,998 株主資本 5,369

純資産の部合計 5,369
320,791 320,791

資産の部 負債の部

純資産の部



決算書を見るポイント
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• 基本は前年度、同規模平均との比較

• 売上高、利益は増加しているか

• 費用は減少しているか

• 資産は増加しているか

• 負債は減少しているか

• その要因は？



クミカン収支と農業所得（決算書）の関係

19

クミカン収支と決算書の農業所得は必ずしも比例しない
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クミカン収支とキャッシュフロー（決算書）の関係
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クミカン収支と決算書のキャッシュフローも必ずしも比例しない
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FS・搾ロボ導入に係る減価償却費と元本償還額のずれ
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25年償還の場合、搾ロボ更新前は減価償却費＞資金返済のため資金繰りに余裕が生じるが、

更新時に資金繰りが悪化するため、更新まで見据えた計画が必要
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資料：2019年にL資金（25年償還、据置1年）を利用してFS・搾乳ロボ2台を導入した経営における値
注：導入後8年目に資金借入によって搾乳ロボット2台を更新する場合



クミカン収支と損益計算書の違い
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• クミカン外取引

• 発生主義と現金主義

• 減価償却費（農機具・建物・自動車、家畜）



決算書の意義
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• クミカン外取引も含めた把握

• 厳密な期間利益計算

• 資本の視点を追加

• 他社比較が容易



経営収支シミュレーションの必要性
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• 固定資産の取得に係る費用（減価償却費）の計上

• クミカン外取引

• 税金・肉免

• 家畜増殖計画

• 諸条件の変動



目次
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• 経営収支シミュレーションの意義

• クミカン収支と決算書の違い

• 経営収支シミュレーションの作業手順

• 経営シミュレーション例



酪農経営中期シミュレーション（簡易版）
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決算書から数値を転記するだけでシミュレーションを作成できる簡易版を作成
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必要なデータ
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• 損益計算書

• 乳牛台帳

• 固定資産台帳

• 貸出金償還計画表



作業手順
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• 入力①損益計算書の転記

• 入力②乳牛台帳の転記

• 入力③固定資産台帳の転記

• 入力④前提条件の入力

• 入力⑤既存負債の入力

• 入力⑥投資計画の入力

• 入力⑦家畜増殖計画の修正



入力①損益計算書の転記
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損益計算書から転記するとともに、家畜飼養の負担割合を入力



入力②乳牛台帳の転記
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乳牛台帳から年齢別期首飼養頭数および売却・死亡頭数を入力



入力③固定資産台帳の転記

31

固定資産台帳から資産名・取得年月・耐用年数を転記



入力④前提条件の入力

32

個体乳量・分娩間隔等の前提条件を入力



入力⑤既存負債の入力

33

借入年次・借入金額・償還年数・償還方法・利率・据置期間を入力



入力⑥投資計画の入力

34

借入によって取得する固定資産毎に償還年数・償還方法・利率・据置期間を入力



入力⑦

35

目標頭数になるようF1比率や初妊牛販売頭数を修正



出力
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農業所得・資金収支が算出される
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• 経営収支シミュレーションの意義

• クミカン収支と決算書の違い

• 経営収支シミュレーションの作業手順

• 経営シミュレーション例
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持続的な経営とは・・・

• 外部環境・内部環境の変化に対応しつつ、

• 経営の構成要素である土地・労働・資本に対し、

• 社会的に十分な報酬（地代・労賃・利子）を分配し、

• 再生産が行える経営である
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持続的な経営の確立に向けて、

• 計画を立てるだけ、結果を確認するだけでは不十分であり、

• Plan（計画）-Do（実行）-Check（確認）-Act（改善）のサイクルを回
すことが重要

• 経営間比較を行い、要改善点を特定することも有効
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